
検査体制の状況

R４.7.31現在

地域外来・検査センターの設置

設 置 時 期 設 置 場 所

令和２年 ５月～ 札幌市①、苫小牧市、函館市

令和２年 ６月～ 江別市

令和２年 ７月～ 千歳市、札幌市②

令和２年 ８月～ 北見市※

令和２年 ９月～ 北広島市、室蘭市

令和２年１０月～ 帯広市※、石狩市

令和２年１１月～ 旭川市、恵庭市、小樽市①※ 、札幌市③、釧路市

令和２年１２月～ 美幌町、小樽市②※

合 計 １５か所 ※印のある４箇所は、各医療機関で対応するため、廃止。

令和３年 ６月～ 札幌市④

注） ○付き数字は同一市内での設置か所目を示している。
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R4.7.31現在

6,960

検 査 機 関
１日当たりの検査可能検体数

道立衛生研究所 ４４０

道立保健所（10か所） ※ ８００

札幌市衛生研究所 １２０

旭川市保健所 ３０

函館市衛生試験所 １００

小樽市保健所 １００

小 計 １，５９０

医 療 機 関 ２，０２０

合 計

民間検査機関等 ３，３５０

衛生研究所
・

保健所

R3
4/30現在

R3

10/31現在
R4

4/30現在

４８０

１，０００

１２０

１７０

２５０

１，９３０

14,680

３００

１７０

２７０

２，３４０

６，１４１

８，１７８

1６,659

４４０

８００

１２０

１５０

５，９２０

６，８３０

ＰＣＲ検査等可能数
（単位：件）

※抗原定性検査数

※岩見沢、倶知安、室蘭、苫小牧、渡島、上川、稚内、北見、帯広、釧路

2,940 19,320 23,041

※検査体制整備計画 9,900 34,000 39,700



南渡島 南檜山 北渡島檜山 札幌 後志 南空知 中空知

９7 4 ６ ５０5 ８２ ２９ １０

北空知 西胆振 東胆振 日高 上川中部 上川北部 富良野

４ ３5 ２6 １5 ８7 ８ ７

留萌 宗谷 北網 遠紋 十勝 釧路 根室

８ １３ 40 ５ ５１ ３8 ７

指 定 時 期 指定診療・検査医療機関数

令和３年１０月３１日現在 ９３３か所

令和４年４月３０日現在 １，０２１か所

令和４年7月３1日現在 １，０77か所

発熱者等診療・検査医療機関
（発熱患者等の診療・検査が可能な医療機関の指定）

＜２次医療圏別の医療機関数内訳（令和４年7月３1日現在）＞ （単位：か所）



圏域 開設期間 所在地
受入可能数
R4.７.3１現在

１
道央

※４については臨時医療
施設に転用可能な施設

R2.5.8～ 札幌市 670名

２ R2.11.20～ 札幌市 215名

３ R3.6.23～ 札幌市 260名

４ R3.10.11～ 札幌市 130名

５ 道北 R2.11.25～ 旭川市 90名

６ R3.6.1～ 旭川市 110名

７ 道南 R2.11.27～ 函館市 110名

８ R3.4.1～ 函館市 220名

９ 十勝 R2.11.30～ 帯広市 190名

１０ オホーツク R4.1.20～ 北見市 100名

１１ 釧路・根室 R2.12.25～ 釧路市 120名

宿泊療養施設

【Ｒ3.12月末】 合計 ２，５００名 → 【Ｒ4.７.3１現在】 合計 ２，２１５名
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南渡島 南檜山 北渡島檜山 札幌 後志 南空知 中空知

１２ ８ ５ ３７４ ５６ ５０ ８

北空知 西胆振 東胆振 日高 上川中部 上川北部 富良野

２ ２４ １３ １１ ９４ １５ ３

留萌 宗谷 北網 遠紋 十勝 釧路 根室

８ ８ ２０ １２ ６１ １５ ４

時 期 治療に関与する医療機関数（保健・医療提供体制確保計画）

令和３年１１月 ４１０か所

令和４年２月 ６６７か所

令和４年６月 ８０３か所

自宅療養者に対する医療提供体制

＜２次医療圏別の治療に関与する医療機関数の内訳（令和４年６月）＞ （単位：か所）

経口治療薬名 経口治療薬の登録機関数（医療機関・薬局等）

ラゲブリオ（R3.12.24特例承認） ２，１０４か所

パキロビッドパック（R4.2.10特例承認） １，０６８か所

（令和４年７月１５日現在 厚生労働省発表）

※全ての２次医療圏で提供可能な体制を確保



３次医療圏

即応病床数（うち重症者用）

フェーズ
R4  1/11
～1/17

1/18
～2/20

2/21
～3/13

3/14
～3/21

3/22
～4/21

4/22
～6/7

6/8
～6/30

7/1
～7/31

8/1～

道 南 ９６
（１２）

１２２
（１４）

１２６
（１４）

１３３
（１４）

１３３
（１４）

１３８
（１４）

１５１
（１４）

１１９
（１２）

１６３
（１４）

全道②R4 1/18～

全道①7/1～

全道②8/1～

道 央 ７５４
（４６）

８８７
（５５）

９１６
（５５）

９２２
（５５）

９５８
（５５）

９７６
（５９）

１,０１７
（５９）

８７０
（４７）

１,０１９
（５６）

道 北 １７４
（１４）

２３３
（１４）

２３３
（１４）

２３３
（１４）

２３５
（１４）

２３６
（１４）

２４１
（１４）

１９５
（１４）

２４１
（１４）

オホーツク ３６
（ ３）

５４
（ ３）

５４
（ ３）

５４
（ ３）

５５
（３）

５５
（ ３）

６０
（ ５）

４２
（ ５）

５２
（ ５）

十 勝 １４５
（ ６）

１４５
（ ６）

１４５
（１０）

１５７
（１０）

１５７
（１０）

１５７
（１０）

１５８
（１０）

１５９
（ ６）

１５９
（１０）

釧路・根室 ５０
（ ６）

１０６
（ ６）

１１３
（ ６）

１１３
（ ６）

１１５
（ ６）

１１３
（ ６）

１２２
（ ６）

５０
（ ６）

１１３
（ ６）

個別要請 － －
１０２
（８）

１００
（８）

－ － － － －
③相当 道央圏のうち

札幌圏・東胆振圏

R4   2/21～3/21

即応病床数

全道合計
１,２５５
（８７）

１,５４７
（１０２）

１,６８９
（１１０）

１,７１２
（１１０）

１,６５３
（１０２）

１,６７５
（１０６）

１,７４９
（１０８）

１,４３５
（９０）

１,７４７
（１０５）

R４.8.１現在

医療提供体制（入院）の状況

フェーズ１ フェーズ２ フェーズ３相当 フェーズ３

（単位：床）

※札幌圏：札幌市・江別・千歳保健所管内 東胆振圏：苫小牧保健所管内
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臨時医療施設

圏域 開設期間 所在地
受入可能数
R4.７.3１現在

１ 道央
※２は宿泊療養施設４と
同施設であり、臨時医療
施設に転用可能な施設

R3.9.10～ 札幌市 14床

２ 開設時期未定 札幌市 130床


